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1．2021年度 第2四半期 連結決算概要

＜業績＞ 2020年度 第2四半期 2021年度 第2四半期 増減

売上高 558 710 151

営業利益 36 88 51

経常利益 46 93 47

親会社株主に帰属する

四半期純利益 29 53 23

• 売上高は、鉱石部門における石灰石の増販や、金属部門における銅価上昇の影響により、増収となった。
• 営業利益及び経常利益は、鉱石部門と金属部門における増収等により、増益となった。
• 親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益の増加により、増益となった。

<指標等＞ 2020年度 第2四半期 2021年度 第2四半期 増減

ROA（総資本営業利益率） 4.2% 9.0% 4.8%

自己資本比率 60.6% 60.3% △0.3%

銅価格（￠／lb） 269.04 432.78 163.74

為替レート（円／米ドル） 106.92 109.80 2.88

（単位：億円）
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1．2021年度 第2四半期 連結決算概要
業績推移（四半期）
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• 2020年度は、金属部門においては銅価上昇に伴い増収傾向となった一方、鉱石部門においては上期の鉄鋼メー
カーの高炉一時休止による石灰石の減販の影響や、第4四半期には火災事故の影響による減収要因があった。

• 2021年度は、鉄鋼需要の回復による石灰石の増販と銅価の高値維持による増収の影響で、好調に推移している。



2．2021年度 第2四半期 セグメント別連結決算概要（売上高）

2020年度
第2四半期

2021年度
第2四半期 増減 増減説明

資源事業：鉱石部門 240 269 29 石灰石 増収：鉄鋼需要の回復の影響による増販
燃料その他 増収：石油製品の販売価格の上昇

資源事業：金属部門 239 362 122
電気銅 増収：銅価上昇、円安の進行
銅精鉱 増収：銅価上昇
その他 増収：金の増販

機械・環境事業 55 55 △0 前年同期なみ

不動産事業 14 14 0 前年同期なみ

再生可能エネルギー
事業

9 9 0 前年同期なみ

合計 558 710 151 鉱石部門＋29億円、金属部門＋122億円

（単位：億円）
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2．2021年度 第2四半期 セグメント別連結決算概要（営業利益）

2020年度
第2四半期

2021年度
第2四半期 増減 増減説明

資源事業：鉱石部門 27 41 14 石灰石の増販により増益

資源事業：金属部門 2 36 34 銅価上昇、円安の進行の影響により増益

機械・環境事業 5 4 △0 前年同期なみ

不動産事業 8 7 △0 前年同期なみ

再生可能エネルギー
事業

2 3 0 前年同期なみ

調整額 △9 △6 2 管理費の減少により増益

合計 36 88 51 鉱石部門＋14億円、金属部門＋34億円、
調整額＋2億円

（単位：億円）
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資源事業：鉱石部門
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鉱石部門は、主力生産品である石灰石の販売数量が増加したこと等により、売上高、営業利益ともに増加した。
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2．2021年度 第2四半期 セグメント別連結決算概要



資源事業：鉱石部門
（参考）用途別石灰石販売数量の推移
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資源事業：金属部門
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金属部門は、電気銅と銅精鉱の販売数量は減少したが、銅価の上昇及び円安の進行により、売上高、営業利
益ともに増加した。
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資源事業：金属部門
（参考）販売数量の推移、銅価格と為替レートの推移
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機械・環境事業
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機械・環境事業は、売上高、営業利益ともに前年同期なみとなった。
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不動産事業、再生可能エネルギー事業
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2．2021年度 第2四半期 セグメント別連結決算概要
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3．貸借対照表（連結）
（単位：億円）

2021年3月31日 2021年9月30日 増減

流動資産 計 878 892 14
現金及び預金 355 356 0

受取手形、売掛金及び契約資産 276 266 △9

たな卸資産※ 192 216 23

固定資産 計 1,008 1,047 38
有形固定資産 625 645 19

無形固定資産 33 35 1

投資その他の資産 349 366 17

流動負債 計 481 469 △12
支払手形及び買掛金 175 157 △18

短期借入金 164 159 △5

固定負債 計 241 241 0
長期借入金 50 49 △1

退職給付に係る負債 44 44 △0

純資産 1,164 1,228 64
自己資本 1,110 1,169 58

非支配株主持分 53 59 6

総資産 1,887 1,940 52
＜自己資本比率＞ 58.9% 60.3% 1.4%

※たな卸資産＝商品及び製品+仕掛品+原材料及び貯蔵品
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4．2021年度 中期経営計画の進捗（連結）
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（単位：億円）

＜業績＞ 2021年度計画 2021年度2Q実績 進捗率

売上高 1,284 710 55%

営業利益 94 88 94%

資源事業：鉱石部門 66 41 62%

資源事業：金属部門 26 36 138%

機械・環境事業 10 4 40%

不動産事業 15 7 46%

再生可能エネルギー事業 4 3 75%

調整額 △26 △6 23%

<前提条件＞ 2021年度計画 2021年度2Q実績 増減

銅価格（￠／lb） 350.00 432.78 82.78

為替レート（円／米ドル） 105.00 109.80 4.80

2021年度計画の営業利益の2Q時点での進捗率は94%
⇒主な要因：資源事業（金属部門）の銅価上昇等による増収、増益
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4．2021年度 中期経営計画の進捗（資金・設備投資）
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2021年度計画 2021年度2Q実績 進捗率/増減率

EBITDA 152 113 74％

有利子負債残高 215 208 △3％

成長投資の進捗

資金計画

2021年度計画 2021年度2Q実績 進捗率 投資予定総額 累計 完工予定

鳥形山第３立坑建設工事 57 25 43％ 191 113 2022年度末

八戸鉱山新規鉱区開発 13 8 61％ 62 34 2024年度中

アルケロス鉱山開発工事 ー ー ー 155 ー 2024年度中

（単位：億円）

（単位：億円）

2021年度計画 2021年度2Q実績 進捗率

資源事業：鉱石部門 111 40 36％

資源事業：金属部門 6 2 33％

機械・環境事業 1 1 100％

不動産事業 0 0 100％

再生可能エネルギー事業 3 1 33％

共通・セグメント間消去 1 △1 －

計 121 42 34％

設備投資計画（セグメント別）

第2次中期経営計画基本方針
①大型投資を着実に実行し、持続的
成長へ向けた資源の獲得を目指す

②国内外の需要動向に対応した経営
資源の配分を行う（単位：億円）



5．2021年度業績予想（修正）
2021年8月4日
発表時点予想

2021年11月4日
発表時点予想

増減

売上高 1,390 1,430 40

営業利益 114 140 26

経常利益 117 145 28

親会社株主に帰属する

当期純利益 60 75 15

1株当たり
当期純利益（円） 721.26 901.58 180.32

（単位：億円）

銅価格（￠／lb） 412.00 436.00 24.00

為替レート（円／米ドル） 106.00 110.00 4.00

1株当たり配当額（円） 210 270 60

16

売上高：40億円上方修正

鉱石部門 +10億円：鉄鋼需要回復の
影響による増販、石油製品の増販
金属部門 +37億円：銅価の高値維持
及び円安の進行による増収
機械・環境事業 △7億円：機械部門
の減販

営業利益：26億円上方修正

鉱石部門 +7億円：増販により増益
金属部門 +16億円：銅価の高値維持
及び円安の進行により増益
調整額 +3億円：管理費の減少

経常利益：28億円上方修正
当期純利益：15億円上方修正

営業利益の増加
持分法による投資利益の増加



5．2021年度業績予想
2020年度実績 2021年度予想 増減

売上高 1,191 1,430 239

営業利益 87 140 53

経常利益 96 145 49
親会社株主に帰属する

当期純利益 37 75 38

1株当たり当期純利益（円） 450.37 901.58 451.21

（単位：億円）

銅価格（￠／lb） 312.01 436.00 123.99

為替レート（円／米ドル） 106.06 110.00 3.94

1株当たり配当額（円） 100 270 170
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銅価格 10￠／lb上昇
売上高への影響
営業損益への影響

+7.2
+1.1

為替レート 5円／米ドル円安
売上高への影響
営業損益への影響

+14.8
+1.6

感応度（第3四半期以降） （単位：億円）



5．2021年度業績予想（セグメント別）

売上高

2020年度
実績

2021年度
予想

増減

資源事業：鉱石部門 501 527 26

資源事業：金属部門 538 752 214

機械・環境事業 121 118 △3

不動産事業 28 28 －

再生可能エネルギー事業 18 17 △1

調整額 △15 △12 3

合計 1,191 1,430 239

営業利益

2020年度
実績

2021年度
予想

増減

56 75 19

18 60 42

10 9 △1

16 15 △1

4 4 －

△17 △23 △6

87 140 53

（単位：億円）
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■セグメント別売上高、営業利益



6．株主還元方針

当社の主力事業である鉱山業は、調査から開発、その後の操業期間も数十年以上と

いう非常に長期間にわたる事業です。その間には資源価格の変動などによる利益の

増減が発生しますが、ライフサイクルが長いという事業特性と、持続的成長を目的

とした将来の投資へ備えるため、自己資本の充実と株主還元の最適なバランスを図

りながら、長期安定的な配当を実施します。

2021年度～2023年度：連結配当性向 ３０％を目途に還元
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度（予想）
17.1% 16.6% 22.2% 30%目途

（参考）連結配当性向実績と予想



注意事項
将来に関する記述等についてのご注意
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• 本資料における業績予想等の将来に関する記述につきましては、当社が現在入手
している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて作成したもので
あり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

• 実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。


